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早大 ･甥工 山本 歴史,相沢 洋二
保存系では､相空間が トーラスとカオスからなるタペス トリーであるが,それ らの境界
つま り､ トーラスのごく近傍のカオス領域にはじめに入 りこんだ軌道は､
T-exp(£~b) (£ : 摂 動 , b :正定数)
の時間Tがくるまでその領域の外へ出ていかない｡Nekhoroshevの定理 として知 られてい
るこの理論では,自由度にかかわ らず このようなゆっくりした運動 (Arl101d拡散)がある










モデルは､つぎの非線形格子振動マ ップ (1次元ClAIN)で､L-1 ;-I
xここ2玉+xhi_fK (XLh'L2玉+xq)･p[(xLn'Lx:)3+(ⅩニIX.)3]












① 淀み時間TはNekhoroshevの評価に従 う｡ .I. T～f-aexp(` ~b)
② Tの分布は,P (T)-T~1 (logT)~1
③ 淀み運動のパワースペク トルは､Sx (∫)-f~2 (f≪1)
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